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	注意: FcR-IIBに対応するとされることもあります。,注意: FcR-IICに対応するとされることもあります。,疾患:濾胞性リンパ腫において、FCGR2Bに関連する染色体異常が発見されました。転座はt(1;22)(q22;q11)です。この転座は受容体の過剰発現につながります。これが腫瘍の進行に関与している可能性があります。,ドメイン:免疫受容体チロシン阻害因子モチーフ（ITIM）と呼ばれる細胞質モチーフを1つ含みます。このモチーフは細胞応答の調節に関与しています。リン酸化ITIMモチーフは、いくつかのSH2含有ホスファターゼのSH2ドメインに結合できます。,ドメイン:免疫受容体チロシン活性化因子モチーフ（ITAM）と呼ばれる細胞質内の2回繰り返されるモチーフを含みます。これらのモチーフは、受容体の凝集時に細胞活性化を誘発することに関与しています。,function:複合免疫グロブリンγのFc領域の受容体。低親和性受容体。免疫複合体の貪食やB細胞による抗体産生の調整など、さまざまなエフェクター機能と調節機能に関与しています。,function:複合または凝集免疫グロブリンγのFc領域の受容体。低親和性受容体。免疫複合体の貪食やB細胞による抗体産生の調整など、さまざまなエフェクター機能と調節機能に関与しています。この受容体に結合すると、B細胞（BCR）やT細胞（TCR）の抗原受容体、または別のFc受容体を介して誘発された細胞活性化の以前の状態がダウンモジュレーションされます。アイソフォームIIB1は、エンドサイトーシスや貪食を媒介できません。アイソフォームIIB2は貪食作用を誘発しない。,類似性：2つのIg様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを含む。,サブユニット：アイソフォームIIB1は麻疹ウイルスのNタンパク質と相互作用する。Nタンパク質は麻疹感染細胞の溶解後に血中に放出される。この相互作用は炎症性免疫応答を阻害すると考えられる。INPP5D/SHIP1と相互作用する。,組織特異性：最も広く分布するFc-γ受容体である。単球、好中球、マクロファージ、好塩基球、好酸球、ランゲルハンス細胞、B細胞、血小板細胞、胎盤（内皮細胞）に発現する。ナチュラルキラー細胞では検出されない。,組織特異性：アイソフォームIIC1は、単球、マクロファージ、多形核細胞、およびナチュラルキラー細胞で検出される。,注意：FcR-IIBに対応するとされることもある。,注意：FcR-IICに対応するとされることもある。,疾患：濾胞性リンパ腫において、FCGR2Bに関連する染色体異常が認められる。転座t(1;22)(q22;q11)。この転座は受容体の過剰発現につながる。これは腫瘍の進行に関与している可能性がある。,ドメイン：免疫受容体チロシン阻害因子モチーフ（ITIM）と呼ばれる細胞質モチーフを1コピー含む。このモチーフは細胞応答の調節に関与する。リン酸化ITIMモチーフは、いくつかのSH2含有ホスファターゼのSH2ドメインに結合することができます。,ドメイン：細胞質内に免疫受容体チロシン活性化モチーフ（ITAM）と呼ばれる2回繰り返されるモチーフが含まれます。これらのモチーフは、受容体の凝集に伴う細胞活性化の誘発に関与しています。,機能：複合免疫グロブリンγのFc領域に対する受容体。低親和性受容体。免疫複合体の貪食やB細胞による抗体産生の調節など、様々なエフェクター機能および調節機能に関与しています。,機能：複合または凝集免疫グロブリンγのFc領域に対する受容体。低親和性受容体。免疫複合体の貪食やB細胞による抗体産生の調節など、様々なエフェクター機能および調節機能に関与しています。この受容体に結合すると、B細胞（BCR）、T細胞（TCR）上の抗原受容体、または別のFc受容体を介して誘発された細胞活性化の以前の状態がダウンレギュレーションされます。アイソフォームIIB1はエンドサイトーシスや貪食を媒介できません。アイソフォームIIB2は貪食を誘発しません。,類似性：2つのIg様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを含みます。,サブユニット：アイソフォームIIB1は麻疹ウイルスのNタンパク質と相互作用します。Nタンパク質は、麻疹に感染した細胞の溶解後に血液中に放出されます。この相互作用は、おそらく炎症性免疫応答を阻害します。INPP5D/SHIP1と相互作用します。,組織特異性：最も広く分布しているFc-γ受容体です。単球、好中球、マクロファージ、好塩基球、好酸球、ランゲルハンス細胞、B細胞、血小板、胎盤（内皮細胞）に発現する。ナチュラルキラー細胞では検出されない。,組織特異性：アイソフォームIIC1は、単球、マクロファージ、多形核球、ナチュラルキラー細胞で検出される。,
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	FCGR2C 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

